	検査項目名
	項目の説明
	基準値
	単位

	白血球数
	感染症などの炎症性疾患、白血病などの血液疾患で異常値を示す他、薬剤の影響も反映。
	35.0‐95.0
	×102

	血色素量
	赤血球中で酸素の運搬を担う蛋白質の量。

貧血や多血症の指標。
	男性 13.7‐17.6
	g/dL

	
	
	女性 11.2‐15.0
	

	血小板数
	止血のために働く血球の数。

出血傾向がある場合、原因探索の指標。
	14.0‐35.0
	×104

	Seg 実数
	白血球の中の好中球の数。

抗がん剤による骨髄抑制の指標。
	
	×102

	Neutro 実数
	白血球の中の好中球の数。

抗がん剤による骨髄抑制の指標。
	
	×102

	INR
	血液の凝固能を示す指標。
	0.85‐1.15
	

	AST (GOT)
	肝疾患、心疾患、骨格筋疾患等の指標。
	13‐33
	IU/L

	ALT (GPT)
	肝臓の障害の指標。特異性がASTより高い。
	8‐42
	IU/L

	T-BiL

（総ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ値）
	ヘモグロビンの代謝産物で、肝障害時に増加。

黄疸の原因となる。
	0.3‐1.2
	mg/dL

	CRE
（血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ値）
	腎機能、筋肉量の指標。

腎機能障害で上昇（筋肉量を影響を受ける）。
	男性 0.6‐1.1
	mg/dL

	
	
	女性 0.4‐0.7
	

	CK (CPK)

（ｸﾚｱﾁﾆﾝｷﾅｰｾﾞ）
	筋肉に含まれる酵素。

心筋梗塞や筋肉の障害があると上昇。
	男性 62‐287
	IU/L

	
	
	女性 45‐163
	

	HbA1c:NGSP
	過去1～2ヵ月の血糖コントロールの指標。
	4.6‐6.2
	%

	Na
	電解質のバランスの指標。
	138‐146
	mEq/L

	K
	電解質のバランスの指標。
	3.6‐4.9
	mEq/L

	Mg
	電解質のバランスの指標。
	1.8‐2.4
	mg/dL

	Ca
	電解質のバランスの指標。
	8.6‐10.4
	mg/dL
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